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１ テーマ設定の理由 

平成 30 年に告示された学習指導要領では、改訂の基本方針の一つとして、「主体的・対話的で深

い学び」の実現に向けた授業改善の推進が明記された。１）これを受けて実際の教育現場でもこの「主

体的・対話的で深い学び」の実現に向けて授業改善が行われている。しかし、依然として講義調の

伝達型授業に偏っていたり、また学習活動を子供の自主性のみに委ね学習成果につながっていなか

ったりという現状もある。特に大学受験等と直結する高等学校の学習ではそれが顕著である。そこ

で、私の専門教科である国語で「主体的・対話的で深い学び」を実現するための授業構想を行い、

それを高等学校で実践したものを考察する。そうすることで実際に「主体的・対話的で深い学び」

を教育現場で実現するために必要な要素や課題が発見できると考え、このテーマを設定した。 

 

２ 実践で扱う題材と実践の概要 

題材は第一学習社『高等学校 改定版 標準古典 B』中の、歴史物語『大鏡』の一部、『弓争ひ』

である。２）この『大鏡』は、二人の老人が藤原道長の栄華から衰退までを藤原氏の人物同士の関係

を交えながら語っている様子を記したものである。そして扱う『弓争ひ』はその一部であるため、

登場人物同士の関係や当時の時代背景などを押さえなくては理解が難しい。また、敬語表現が頻出

しており、語り手である老人が誰に対して敬意を払っているのかについても理解できなくてはいけ

ない。そのことから、この単元ではまずこの『大鏡』が書かれた時代背景とともに、登場する藤原

氏の人物同士の関係を理解させる。その上でこの『弓争ひ』について学習を進めていくこととした。

この『弓争ひ』では、藤原道長が、身分が上である甥の藤原伊周に弓の勝負に忖度なく勝ってしま

うという部分が描かれており、その際の登場人物の表情などが明確に描かれているのが特徴である。

この題材をもとに授業を考える際、文法という知識のみに留まらず、文章の読解、解釈を行うため

の問いを設け、問いに対して対話等の活動を取り入れることで「主体的・対話的で深い学び」の実

現を図った。 

 

３ 実践の考察 

考察は授業中の生徒の発言や様子、授業で使用したノートなどから総合的に行った。文法事項に

関しては、板書を主に用いて理解を図った。板書事項を記入できるよう本文を写したプリントも用

意した。助動詞を四角で囲んだり、助詞を丸で囲んだりなどの板書事項を写せるようにし、さらに

後日見直しがしやすいような板書を意識した。その結果、授業中文法事項に関する質問をしても答

えられる生徒が多く見られ、理解している様子が見られた。しかし、板書では示しきれない事項に

関してはパワーポイントを用いたが、それに関してはノートのメモ欄に書く生徒とそうでない生徒

ンによるコミュニケーションの目新しさによるものであれば，次第にその効果は軽減されていくで

あろう。しかし，対面コミュニケーションとは異なり，画面を介したコミュニケーションはアイコ

ンタクトが成立しにくいなど（由留木・井上，2020），自閉症のように目を合わせることが困難であ

ったり，安心感が得られなかったりするような生徒にとっては，コミュニケーションを助ける有効

なツールとして考えられる。とりわけ，生徒 Dのように対面場面で過緊張になり，下にうつ向いた

状態で文脈に沿った応答も難しくなるような事例においては，画面を介するコミュニケーションは

安心感をもって意思表出のできる機会を提供することができるものと考える。 

 

Ⅳ．総合考察 

研究１では，教員を対象としたインタビュー調査を行い，通常の対面授業に比べて，画面を介し

たコミュニケーションでは子どもが画面をよく見るようになったケースや表情豊かになったケース

など，双方向通信技術を用いた実践によって普段とは異なる子どもの反応の変化を教員の語りから

捉えることができた。すなわち，知的障害特別支援学校の教員が臨時休業期間中に期せずして実施

した遠隔授業によって，子どもの反応から見えてきた「新たな気づき」でもあった。研究２では，

双方向通信技術を用いた遠隔授業によって明らかになった子どもの反応について実証的に検証する

ために，最新のアイトラッキング技術を用いて，オンラインによるコミュニケーション場面での特

徴的な子どもの反応を捉えることを試みた。その結果，全ての事例ではなかったが，生徒Ⅾのよう

に，対面では緊張が強く，スムーズな会話ではなかった事例が，画面を介した遠隔コミュニケーシ

ョン場面を設定することで，会話の相手を見ながら，表情豊かにコミュニケーションが取れるよう

になる者もいることが明らかとなった。 

これまでも ICT機器を活用した実践は報告されてきたが，その多くは成功事例のみを紹介するに

とどまり，支援効果の検証については十分に行われているとは言い難い（野尻・川崎，2015）。双方

向通信技術を含む ICT機器の活用によって，個々の子どもの実態にいかなる影響を及ぼすのかにつ

いて，今後丁寧に検討していく必要があるだろう。 
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がいた。学習者の書き漏れを防ぐためにもノートの書き方の指定を行うべきであった。 

また学習で重要視していた登場人物の様子や表情等を本文から導く活動に関しては、生徒が自分

の考えを示した部分は見られず、どの生徒もノートに同じような記載の仕方をしている事が机間巡

視の際見られた。このことからほとんどの生徒が該当部分について、教師の板書を写すのみに留ま

っていることが分かった。文法事項を押さえることが中心となってしまい、文章の読解、解釈につ

いての理解が疎かになってしまっていたということが窺える。最終時に行った藤原道長と藤原伊周

の比較に関しても、単元で最も重要な学習であるにも関わらず、多くの生徒が戸惑う様子が窺えた。

この原因としてワークシートの問いの立て方が抽象的であったということが挙げられる。活動の内

容や流れをワークシート上に示すことで改善できたと考える。文章を読解、解釈するためには問い

の立て方が重要であることが分かる。同じ題材を授業化する際、様々な問いを採用しどれが生徒の

学習に有効か今後検証していきたい。 

 

４ 今後の展望 

主体的・対話的で深い学びを達成するための授業構想を行い、その授業の実践を経て得た成果を

踏まえ、今後の展望を述べる。 

まず国語科の文法中心の授業手法からの脱却について述べる。今回の実践では文法が中心の授業

展開になり、文章の読解、解釈について考える時間があまりとれなかった。その結果として主体的・

対話的で深い学びを生徒が得ることができなかったのではないかと考える。今後古文の授業を行う

場合、深い学びを実現するために文章の読解、解釈につながる問いを立て、その問いについて対話

等の活動を通して考えられるような展開をしていく。特に今回扱った『弓争ひ』のように登場人物

の様子を捉える際、グループ活動でロールプレイを行い、生徒自身がそれぞれの登場人物を演じる

ことで文中の人物の感情を捉えやすくなる考えられるため、採用しどのような効果があるのか検証

したい。 

次に、授業において ICT 機器の活用について述べる。今回の実践で用いた ICT ツールとしてはパ

ワーポイント資料をモニターに映すのみに留まった。それ以外にもクイズ作成ツールを用いて、授

業の導入で古文単語の確認を行うことができたり、文法に関して学習をした後に練習問題をタブレ

ット端末に送ったりということができ、様々な利点が生まれることが予想される。ICT 機器の活用

で、文章の読解、解釈に時間を多く使うことが可能であるため、積極的に活用していきたい。 

最後に生徒の実態把握について述べる。高等学校は学校によって学習者の能力差が大きい。担当

する学習者の能力を把握し、その能力にあった学習を提供していくために、授業中だけでなく授業

外での様子も観察をし、授業を作成していく。また、文字を読むことに困難を抱えていたり、色の

識別に困難を抱えていたりする生徒を担当する可能性もあるため、授業の形式的な部分だけでなく、

板書の色使いの工夫やワークシートの工夫など、学習のユニバーサルデザイン化も併せて図りたい。 

 

参考文献 

１)文部科学省『高等学校学習指導要領（平成 30年告示）解説』2018年 東洋館出版社 ｐ３ 

２）伊藤 春樹・富永 一登ほか 8名 『高等学校 改訂版 標準古典 B』平成 30年度改訂 

第一学習社 

－　　－64


